
持続可能性確保に向けた視点（P.7～）

1.1 法令遵守

● 調達過程で適用される国内外の法令等の遵守及び国際規範の尊重

1.2 持続可能性確保に向けた受注者等の責任

○ 人権尊重・環境保護に関する自社の方針の明確化と公表
○ 定期的なデュー・ディリジェンスの実施
○ グリーバンス・メカニズム（苦情処理メカニズム）の整備

1.3 通報者に対する報復行為の禁止

● 通報者に対しての通報を理由とする報復行為の禁止

1.4 工事・物品等における適正な履行

● 公共調達の趣旨を踏まえた公正な事業運営の義務
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2.1 排出する温室効果ガスの削減

○ 自社の直接的・間接的及びサプライチェーンの温室効果ガス排出量の
特定と、温室効果ガス排出量削減措置の実施

2.2 低炭素・脱炭素エネルギーの利用

○ 再生可能エネルギー由来の電気や熱など、CO2排出係数のより低いエ
ネルギーの使用

2.3 その他の方法による温室効果ガスの排出量削減

○ ノンフロン化等による温室効果ガスの排出量削減

2.4 バリューチェーン全体を通した温室効果ガスの排出量
削減に寄与する原材料等の利用

○ 低炭素型原材料等、バリューチェーン全体で排出される温室効果ガス
の削減に寄与する原材料や部品、燃料の利用

2.5 省エネルギーの推進

○ 建物断熱化やZEVの活用など、消費エネルギーの低減

2.6 持続可能な資源利用の推進

○ ３R＋Renewableの徹底
○ 使用後に再使用・再生利用しやすい製品の製造

2.7 容器包装等の削減及び再生材料や植物由来材料の利用

○ 容器包装や輸送用パレットなどの梱包・輸送資材の最小化
○ 再生材料や植物由来材料の利用及び再使用・再生利用しやすい容
器包装等の使用
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2.8 プラスチック製品の使用抑制と環境への流出の削減

○ ワンウェイのプラスチック製容器包装・製品の不必要な使用・廃棄の抑
制及びプラスチック製品の使用抑制
○ 再生材や紙・バイオプラスチック等への適切な代替促進

2.9 汚染防止、化学物質管理及び廃棄物処理

● 各種環境法令に基づく大気、水質、土壌等の汚染防止、化学物質の
適切な管理、廃棄物の適切な処理
○ 環境や人間の健康への悪影響の回避

2.10 資源保全に配慮した原材料の採取

● 違法に採取・栽培された資源の使用禁止
○ 資源の保全に配慮して採取・栽培された原材料の使用

2.11 生物多様性の保全

● 絶滅危惧種の動植物に由来する原材料の使用禁止
○ 生物多様性や生態系への負荷の低減

2.12 持続可能な水の利用

○ 水の保全、節水、可能な限りの水の再利用
○ サプライチェーンにおける水の調達量の多い拠点について、将来の水リス
クの特定と公開の実施

3.1 国際的人権基準の遵守・尊重

● 人権に係る国際的な基準（世界人権宣言や人種差別撤廃条約な
ど）を遵守・尊重する義務

3.2 差別・ハラスメントの禁止

● いかなる不当な差別やハラスメントも排除する義務

3.3 先住民及び地域住民等の権利侵害の禁止

● 先住民及び地域住民等の権利の尊重
● 不法な立ち退き強制や地域生活環境の著しい破壊等の禁止

3.4 女性の権利尊重

○ 女性のエンパワメントや男女共同参画社会推進、リプロダクティブヘルス
／ライツの観点からの女性人材登用や育業充実など

3.5 障害者の権利尊重

● 障害者雇用促進法、障害者差別解消法に定める不当な差別的取扱
いの禁止、必要かつ合理的な配慮の提供
○ 障害者の経済的・社会的活動への参加支援
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＜凡 例＞●：義務的事項
○：推奨的事項


